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あらまし 

• NIIのコンテンツサービス 

• NIIにおける研究者名寄せ 

• 世界における研究者名寄せ：ORCID 
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著者検索 CiNii Books 

関係URL
収集 

～250 

AI学会、電
気学会追加 

JAIRO-RnR 
著者連携 

Kaken-CiNii 
論文連携 

API提供 SPARQL 
Endpoint提供 

http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=https://kaken.nii.ac.jp
http://rns.nii.ac.jp/
http://reo.nii.ac.jp/
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://webcatplus.nii.ac.jp/
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://jairo.nii.ac.jp
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://ci.nii.ac.jp/


Open & connected 

• Open 
– API提供 

• APIコンテスト 

– RDF提供 

– SPARQL Endpoint提供 

– データ提供 
• Yahoo!論文検索 

 

• Connected 
– 論文同定 

• i-linckage 

– 研究者同定 
• 研究者リゾルバ－ 

• 名寄せ 

– システム連携 
• CiNii-情報学広場 

• CiNii Books 

– 外部システム 
• 業績システム連携 

• Google Scholar 

• Yahoo!論文検索 

 



研究者リゾルバー 
研究者名をリゾルブするサービス 

研究者識別子どうしを接続 

研究者識別子のスイッチングボード 

http://jglobal.jst.go.jp/?d=0


研究者ページ 
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研究者姓名 (漢字，カタカナ，ローマ字) 

研究者基本情報 

ダイレクトリンク 

検索リンク 

科研費研究課題のキーワード 

科研費研究課題の研究分野 

この文書のURI 

研究者URI 研究者リゾルバーID 



ダイレクトリンク 
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ダイレクトリンク 



検索リンク 
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検索（日本語姓名および所属による） 
検索（日本語姓名による） 
検索（ローマ字姓名による） 



クロールによるアプローチ 

• 大学の研究者ディレクトリをクロール 
– 研究者ページのURLを特定 
– それぞれのURLに対して研究者名を特定 

• ここでは簡単に、以下を同時に満たすとき、同一人物
と判定 
– 漢字氏名の一致 
– 機関の一致 
– 機関内でユニーク名（同姓同名がいない） 

• クロールとリンクの実際 
– 226大学の研究者ディレクトリに対してクロール 
– 102,949件のURLを取得 
– 23,252件のリンク（リンク率23%、登録全体の12%） 
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本年度、 

２２６大学に
対象を拡大 



機関のデータアップロードによる 
アプローチ 

• データ 
– 研究者の基本情報と研究業績リストを収集 

– ResearcherID (Thomson Reuters)で利用されるデータ
アップロードXMLスキーマを日本語化して独自拡張 

• 応用 
– 研究者リゾルバーIDと 
外部サービス識別子との 
マッピングテーブルを構築 

– 外部の研究者リソースとの 
同定処理 

 

研究者リゾルバー 

研究者総覧・IR著者名典拠 
（研究者ディレクトリ） 機関 

NII 
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研究者ID付与コミュニティORCID 

• Open Researcher and Contributor ID 
– Open : 公開された 
– Researcher : 研究者 
– Contributor : 貢献者 
– ID : 本人証明 

• 設立趣旨(Mission Statement) 
– ORCIDは、学術コミュニケーションにおける著者/貢献者の名前
の曖昧性の問題を解決することを目的とし、個々の研究者に
対する固有の識別子の中央レジストリと、ORCIDと現存する他
の著者IDスキームとの間のオープンで透過的なリンクメカニズ
ムを構築することによって実現する。これらの識別子及び識別
子間の関係は研究者のアウトプットにリンクすることが可能で
あり、科学的発見プロセスを拡大させ、研究コミュニティにおけ
る研究助成や協働の効率性を改善する。 

• http://www.orcid.org/ 
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全ての研究者に固有のIDを発行することで、研究者や研究所、学
会、出版社の発見や評価を可能にする 

By issuing unique identifiers to all researchers, ORCID will 

facilitate discovery and evaluation for researchers, 

institutions, scholarly societies and publishers  

46533489 

大学の教員や学生になるとき 

学会に加入するとき 

研究助成を申請するとき 

論文を提出するとき 

研究者 





ORCID IDシステムのシナリオ 

コアシステム 
(ORCID identity system) 

パートナー 
システム 

エンド 
ユーザー 
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だれが文書Xを書いたか？ 

ID Yの人が書いた、 
または査読した文書はどれか？ 

たとえば、原稿追跡システム
（MTS : Manuscript Tracking 
System）にシングルサインオン
（SSO）して、編集事務局、マーケ

ティング部門、ロイヤルティ支払
いシステムなどと連絡先情報を
共有 
 



研究者名寄せとフェデレーション 

• 共に研究者を特定することによって可能になる
サービス 

– 研究者名寄せ：主に情報公開のためのID共有 

– フェデレーション：自分へのサービス向上のためのID
共有 

• いずれはIDは統合されることが期待される 

– ORCID？あるいは？ 

– cf. Workshop on Identity in Research Infrastructure & 
Scientific Communication 2011 (IRISC2011) 


